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授業科目/(英語名) 化学の基礎 （無機化学入門） 
Introduction to Chemistry (Essentials of Inorganic Chemistry) 
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対象学生(クラス等)           全学部 科目分類    自然科学科目 
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担当教員： 大西 正義  /Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ： onishi@nagasaki-u.ac.jp  /研究室：工学部１号館 2 階 I-205 号室 
/TEL： 819-2671  /オフィスアワー： 火曜日 17：00～18：00 教員研究室 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標  
授業のねらい：物質を構成する基本単位としての原子，イオン，分子等の存在、これらの成り立ちと構造，これらにおける電子

配置と軌道、結合の様相などを理解する．さらに，その発展として，イオン並びに金属錯体分子の構造、反応性、働き(機
能)のメカニズムについて学習し、現代化学の基礎を理解できるようにする。 

 
授業方法：講義形式で行い，適宜、演習，レポートや口頭試問等を課す． 

 
授業到達目標：原子、イオン、分子等の存在と構造原理を理解し、その発展としてイオンと錯体分子に注目して学習する。そ

のことによって、日常の社会生活において遭遇する化学現象，化学製品等に興味を持ち，またそれらに内在する基礎的
な原理を理解できる能力を養成する． 

 
授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む)   

授業内容（概要） 
原子とその構造、化学結合、分子などの基礎的事項をよく習熟し、さらにその発展として、様々な共有結合性化合物、イ

オン結晶、酸・塩基反応、酸化・還元反応、金属錯体分子の構造と反応性等に関する入門的な概念を、講義と演習などに
より理解させる。本講義の後半では、主にイオンと錯体を具体的な取り上げるが、そこで学習する基本的な考え方は、有機
化合物等にも同様に適用されるので、本講義の履修により、現代化学の基礎をよく理解できるようになる。 

 
 

 授業内容(毎週毎の授業内容を含む) 
 第１回 オリエンテーション 
 第２回 物質とは何か 
 第３回 物質はどのように形作られるか 
 第４回 原子構造、化学結合、熱力学的基礎(1) 
 第５回 原子構造、化学結合、熱力学的基礎(2) 
 第６回 共有結合性化合物(１) 
 第７回 共有結合性化合物(２) 
 第８回 イオン結晶 
 第９回 酸と塩基 
第１０回 酸化と還元 
第１１回 錯体の構造と反応性(1) 
第１２回 錯体の構造と反応性(2) 
第１３回 錯体のエネルギー状態(1) 
第１４回 錯体のエネルギー状態(2) 
第１５回 評価(試験も含む)と指導 
 
 
 

キーワード  
教科書・教材・参考書 
 

教科書：小村照寿著・三共出版のフレンドリーシリーズ 
    「無機化学  (深く理解するために)」 
 

成績評価の方法・基
準等 

100 点満点方式で，定期試験 60 点（60％），並びに、演習、レポート、口頭試問等など講義への積極
的参加状況等への評価（40％）． 
 

受講要件(履修条件) 化学の基礎的な事項への理解力を養成する積極的意欲が有る諸君 
 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 
 

備考(準備学習等) 予習に関する指示：教科書を熟読してから講義に臨むこと． 
 

 


